
写真
（輸出商品等）

(株)ファームNINJAPO（富山県富山市）
代表取締役 毛利 直人（もうり なおと）氏

(有)米山農産（富山県入善町）
代表取締役 米山 義隆（よねやま よしたか）氏

(有)グリーンビジネス橋本（富山県黒部市）
代表取締役 橋本 喜洋（はしもと よしひろ）氏

【輸出の概要】
・エコファーマーの３法人が生産するコメを（株）Wakka

Japan（北海道札幌市）と連携して平成28年から輸出。

【セールスポイント】
立山連峰が育む豊かな恵みを世界に届けたい。

【輸出に取り組んだきっかけ】
・生産調整が進む中でコメの需要先を海外に求めた。

年度 輸出量（ｔ） 輸出先 主な品種

令和４年度 精米 ―
玄米 86.1

香港、ニューヨー
ク、シンガポール

コシヒカリ
てんこもり

令和３年度 精米 ―
玄米 70.0

同上 同上

令和２年度 精米 ―
玄米 77.4

同上 同上
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中華圏

【輸出実績】



(株)ファームNINJAPO
  (有)米山農産

(有)グリーンビジネス橋本
コメ輸出のポイント

輸出開始時の不安や
疑問、苦労した点

輸出で大事な点、
工夫した点

今後の展望

・先ずは輸出を始めるにあたってどうすればよいのか分からなかった。
・県外の先進農家の視察、海外での現地調査を行った。
・開始時の輸送手段や現金回収への不安があった。

・国内外を問わず品質保証を行う為に適切な肥培管理や保管管理を行う。
・検査袋で産地、品種、生産者が分かる様に工夫した。
・その地域のニーズに有った品種の提案を行った。
・突然のサンプル米の要求にも即時対応した。

・今後、輸出量の増大を進める上で、地道なセールスを行い個人消費販
売ものをはじめ、業務用としての取引消費の拡大も加速させていきた
い。

・今まで以上に取引商社との連携協力体制を確立して、海外での販売地
域の拡大を目指していく。
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